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▲サザンビーチ

第2回 定例会第2回 定例会

議員定数削減
「20名」から「18名」に
泉南市議会議員定数条例の
一部を改正する条例を可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　平成23年第２回定例会（６月議会）は、６月
９日から22日までの会期で開催されました。
　本定例会では東日本大震災への税制上の対応に
関する議案や平成23年度予算審査（補正予算）
などの議案が提出されました。
　また、議員定数を削減する条例の一部改正が議
員から提出され、活発な議論が交わされました。
　詳しくは、掲載記事をご覧ください。

　市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
へ
の

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ど
う
し
た
ら
、
と
考
え
る
が

妙
案
は
浮
か
び
ま
せ
ん
。

「
念
ず
れ
ば
開
く
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に

苦
心
し
て
来
た
事
が
思
わ
れ
ま

す
。　ご

感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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例月現金出納検査結果報告（3件）

専決処分の承認を求めるについて（泉南市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分の承認を求めるについて（泉南市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について）

平成22年度大阪府泉南市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

平成22年度泉南市土地開発公社経営状況について

平成23年度泉南市土地開発公社経営状況について

専決処分の承認を求めるについて（平成23年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号））

泉南市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について

平成23年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第1号）

平成23年度大阪府泉南市下水道事業特別会計補正予算（第1号）

平成23年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

同和更生資金貸付基金償還金調査特別委員会中間報告について（委員長報告）

泉南市監査委員の選任について

泉南市農業委員会委員の推薦について

泉南市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について

原発からの撤退を求める意見書について

「戦没者等の妻に対する特別給付金支給法」の時効撤廃を求める意見書について

閉会中の継続調査について
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件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果議案番号

■ 第2回（6月）定例会で審議された主な議案と審査結果
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議会だよりに対するご
意見・ご感想をお寄せ
ください。
〒590-0592（住所不要）
泉南市議会事務局

TEL 483-0008  FAX 483-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp
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本会議のようすはインターネット中継で 泉南市議会中継

　
　介
護
保
険
事
業
費
補
助
金
7
2
0

万
円
の
増
額
補
正
に
内
容
は
？

　
　国
の
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨

時
特
例
補
助
金
の
中
に
、
地
域
支
え

合
い
体
制
づ
く
り
事
業
と
い
う
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
こ
れ
を
通
し
て
介

護
等
、
高
齢
者
の
生
活
の
安
全
を
確

保
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
日
常
的
な

支
え
合
い
事
業
の
体
制
づ
く
り
を
行

う
予
算
で
す
。

　
　認
知
症
ケ
ア
推
進
事
業
の
講
師

謝
3
万
円
の
増
額
補
正
の
内
容
は
？

　
　S
O
S
徘
徊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
立
ち
上
げ
の
た
め
、
模
擬
訓
練
を

実
施
す
る
予
定
で
認
知
症
ケ
ア
等
の

講
師
を
招
く
た
め
の
予
算
で
す
。

　
　地
域
包
括
ケ
ア
推
進
事
業
7
0
0

万
円
の
増
額
補
正
の
内
容
は
？

　
　介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特

例
補
助
金
を
利
用
し
、市
内
N
P
O
、

２
法
人
が
、
高
齢
者
、
子
ど
も
達
が

世
代
間
交
流
を
行
う
た
め
の
施
設
に

増
改
築
を
行
う
予
算
で
す
。

　
　教
育
相
談
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

に
お
け
る
教
育
相
談
員
謝
礼
2
1
8

万
4
0
0
0
円
の
増
額
の
補
正
の
内
容

は
？　

　現
在
週
１
度
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
相
談
事
業

を
２
回
程
度
に
拡
充
す
る
予
算
で
す
。

　
　人
権
教
育
推
進
事
業
に
お
け
る

講
師
謝
礼
15
万
円
の
増
額
補
正
の
内

容
は
？

　
　子
ど
も
の
権
利
条
例
案
の
検
討

を
行
っ
て
お
り
、
学
識
経
験
者
へ
の

報
酬
、
夏
休
み
に
小
中
高
校
生
を
対

象
に
聞
き
取
り
等
を
行
う
予
算
で
す
。

　
　指
定
管
理
事
業
に
お
け
る
電
算

委
託
料
6
2
2
万
円
の
増
額
補
正
の

内
容
は
？

　
　公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
活
性
化

助
成
金
事
業
交
付
金
を
活
用
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
、
体
育
館
等

の
予
約
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
予
算
で
す
。

　
　図
書
館
運
営
事
業
に
お
け
る
図

書
購
入
費
1
7
0
万
円
の
増
額
補
正

の
内
容
は
？

　
　子
ど
も
関
連
図
書
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
子
ど
も
及
び
子
育
て
中
の

親
の
た
め
の
児
童
書
を
購
入
す
る
予

算
で
す
。

　
　市
役
所
庁
舎
改
修
事
業
2
0
0

万
円
の
増
額
補
正
の
内
容
は
？

　
　虐
待
防
止
に
関
す
る
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
庁
舎
外
に
お
い
て

い
る
家
庭
児
童
相
談
室
を
本
庁
内
に

持
っ
て
く
る
こ
と
で
、
機
能
強
化
を

す
る
も
の
で
あ
り
、
保
育
子
育
て
支

援
課
横
の
一
部
を
改
修
し
、
２
つ
の

相
談
室
を
設
置
す
る
予
算
で
す
。

　
　保
育
子
育
て
支
援
事
業
に
お
け

る
相
談
員
謝
礼
4
2
0
万
円
の
増
額

補
正
の
内
容
は
？

　
　心
理
職
や
言
語
聴
覚
士
、
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
医
師
、
弁

護
士
な
ど
を
虐
待
防
止
の
た
め
、
相

談
員
を
し
て
招
く
た
め
の
予
算
で
す
。

　
　保
育
子
育
て
支
援
事
業
に
お
け

る
上
演
委
託
料
2
2
5
万
円
増
額
補

正
の
内
容
は
？

　
　昨
年
同
様
、
市
内
で
起
き
た
虐

待
事
件
を
ベ
ー
ス
に
脚
本
を
作
成
し

虐
待
防
止
の
市
民
啓
発
の
た
め
の
演

問
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問 問 問

問

問問

問

問 問

問

問答 答
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答 答

答

答 答 答 答

答答答

劇
公
演
を
行
う
た
め
の
予
算
で
す
。

　
　保
育
子
育
て
支
援
事
業
に
お
け

る
器
具
購
入
費
2
8
1
0
万
円
の
増
額

に
お
け
る
、
除
菌
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
、
公
立
だ
け
で
な
く
、
民
間
保
育

所
に
も
設
置
す
る
の
か
？

　
　公
立
保
育
所
３
カ
所
に
の
み
設

置
し
、
民
間
保
育
所
に
は
設
置
し
ま

せ
ん
。

　
　子
育
て
支
援
事
業
に
お
け
る
修

繕
料
45
万
3
0
0
0
円
の
増
額
補
正
の

内
容
は
？

　
　保
健
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
の
改

修
に
23
万
3
0
0
0
円
、
授
乳
室
の
改

修
に
22
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　次
世
代
育
成
支
援
事
業
に
お
け

福
祉
・
健
康

福
祉
・
健
康

文
化
・
教
育

施
設
の
情
報

保
育
・
子
育
て

歳

　出

る
相
談
員
謝
礼
1
0
0
万
円
の
増
額

補
正
の
内
容
は
？

　
　子
育
て
応
援
団
事
業
と
し
て
研

修
を
受
講
後
、
市
か
ら
依
頼
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
、
半
日
あ

た
り
1
0
0
0
円
を
支
払
い
、
昨
年

度
実
績
で
は
20
名
で
１
人
あ
た
り
50

日
程
度
の
活
動
を
し
た
も
の
で
す
。

　
　子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に

お
け
る
ア
ル
バ
イ
ト
賃
金
1
3
2
万

円
の
増
額
補
正
の
内
容
は
？

　
　障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
に
対
し
、

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
内
で
事
業
を

す
る
際
の
ア
ル
バ
イ
ト
保
育
士
を
雇

用
す
る
費
用
で
す
。

議
案
第
1
号

　泉
南
市
市
税
賦
課

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
2
号

　平
成
23
年
度
泉
南
市
一
般
会
計

　補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
お
も
な
内
容

　東
日
本
大
震
へ
の

税
制
上
の
対
応
と
し
て
住
宅
ロ
ー
ン

減
税
の
適
用
の
特
例
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　
　
　今
条
例
の
改
正
は
、
東
日
本

大
震
災
で
家
を
全
壊
し
た
場
合
で

も
、
継
続
し
て
住
宅
ロ
ー
ン
の
控
除

が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
被
災
者
対
策
と
し
て
評
価
で
き

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　こ
れ
は
国
の
当
然
な
措
置
で

あ
る
。
市
民
の
利
益
を
考
え
る
立
場

か
ら
、
対
象
者
が
漏
れ
な
く
、
本
制

度
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

案
内
や
広
報
を
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
意
見
す
る
。

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　現
在
、
国
の
復
興
支
援
策
は
い

ろ
ん
な
情
報
が
入
り
乱
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
が
、
市
の
見
解
は
？

　
　今
回
の
税
制
上
の
対
応
は
、
復

興
支
援
策
の
第
1
弾
と
聞
い
て
お

り
、
現
在
は
、
国
に
お
い
て
、
対
応

す
べ
き
施
策
に
つ
い
て
、
討
議
さ
れ

て
い
る
段
階
で
す
。
市
に
お
い
て
も

情
報
収
集
は
行
っ
て
い
ま
す
が
、
国

会
で
法
案
が
成
立
し
て
い
な
い
段
階

で
は
、
混
乱
し
て
い
る
立
場
で
す
。

　
　他
の
災
害
に
お
け
る
一
般
的
な

税
制
上
の
対
応
策
は
？

　
　例
え
ば
、
風
水
害
に
よ
る
災
害

に
つ
い
て
は
、
住
宅
や
家
財
等
に
係

る
損
失
の
雑
損
控
除
が
適
応
さ
れ
、

損
害
に
伴
い
、
翌
年
度
に
申
告
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

問問問問

問 答

答答答答

答

 

平
成
23
年
第
2
回
定
例
会（
6
月
議
会
）で
は
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
税

制
上
の
対
応
に
関
す
る
議
案
や
議
員
定
数
を
削
減
す
る
議
案
が
提
出
さ

れ
、す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、同
和
更
生
資
金
貸
付
基

金
償
還
金
調
査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
は
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

 
泉
南
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の

　
　一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

  
　
　
　
　
　議
員
定
数
を「
20
名
」か
ら「
18
名
」に
削
減

 
泉
南
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の

　
　一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

  
　
　
　
　
　議
員
定
数
を「
20
名
」か
ら「
18
名
」に
削
減

▼
お
も
な
内
容

　10
月
の
料
金
改
定

に
係
る
歳
入
の
補
正
と
安
心
子
ど
も

基
金
事
業
・
地
域
子
育
て
創
生
事
業

及
び
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
を

行
う
た
め
の
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。　

　
　今
回
の
補
正
予
算
は
、
家
庭

児
童
相
談
所
を
市
役
所
内
へ
整
備
す

る
も
の
や
保
育
所
の
除
菌
ク
ー
ラ
ー

設
置
、
図
書
館
の
子
ど
も
関
連
図
書

の
増
額
、
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
等
、
利
用
者
が

長
年
要
望
し
続
け
て
き
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
評
価
で
き
る
も
の
で
る
。

市
民
の
負
担
と
な
る
下
水
道
料
金
の

値
上
げ
は
あ
る
が
、
福
祉
や
教
育
の

充
実
に
係
る
予
算
で
あ
る
。

　
　
　10
月
か
ら
の
料
金
値
上
げ
に

よ
る
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
公
共

下
水
道
は
安
く
で
き
る
と
い
う
が
、

む
し
ろ
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

集
中
合
併
浄
化
槽
に
切
り
替
え
る
べ

き
で
あ
る
。
補
助
金
に
よ
る
現
在
の

方
式
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
見
直
し
が
必

要
。

■
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員

会
（
補
正
予
算
）
質
疑

　
　地
方
交
付
税
が
7
8
8
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
は
？

　
　総
額
9
1
6
9
万
9
0
0
0
円
の

増
額
補
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。内
訳
は

基
金
等
補
助
金
関
係
で
8
3
1
7
万

1
0
0
0
円
、
10
月
か
ら
の
料
金
改
定

に
よ
る
使
用
料
手
数
料
の
増
額
分
が
64

万
8
0
0
0
円
、残
り
の
7
8
8
万
円

を
交
付
税
の
増
額
で
賄
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　公
民
館
使
用
料
20
万
4
0
0
0

円
の
増
額
の
内
容
は
？

　
　使
用
料
は
本
年
10
月
か
ら
値
上

げ
と
な
り
ま
す
が
、
予
約
は
3
カ
月

前
か
ら
で
き
る
た
め
、
来
年
１
月
か

ら
の
３
カ
月
間
の
増
額
分
を
計
上
す

る
予
算
で
す
。

　
　犬
猫
等
処
理
手
数
料
6
万
9
0
0

0
円
の
増
額
補
正
の
内
容
は
？

　
　10
月
か
ら
の
手
数
料
の
値
上
げ

に
よ
る
差
額
分
と
し
て
4
0
0
円
、

1
7
4
体
分
を
増
額
す
る
予
算
で
す
。

　
　明
示
手
数
料
１
万
5
0
0
0
円

の
増
額
補
正
の
内
容
は
？

　
　10
月
か
ら
の
手
数
料
の
値
上
げ
に

よ
る
差
額
分
と
し
て
、4
0
0
円
道
路

里
水
明
示
分
37
件
、都
市
計
画
施
設
明

示
分
４
件
分
を
増
額
す
る
予
算
で
す
。

教
育
・
文
化

暮
ら
し
・
環
境

歳

　入
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　介
護
保
険
事
業
費
補
助
金
7
2
0

万
円
の
増
額
補
正
に
内
容
は
？

　
　国
の
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨

時
特
例
補
助
金
の
中
に
、
地
域
支
え

合
い
体
制
づ
く
り
事
業
と
い
う
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
こ
れ
を
通
し
て
介

護
等
、
高
齢
者
の
生
活
の
安
全
を
確

保
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
日
常
的
な

支
え
合
い
事
業
の
体
制
づ
く
り
を
行

う
予
算
で
す
。

　
　認
知
症
ケ
ア
推
進
事
業
の
講
師

謝
3
万
円
の
増
額
補
正
の
内
容
は
？

　
　S
O
S
徘
徊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
立
ち
上
げ
の
た
め
、
模
擬
訓
練
を

実
施
す
る
予
定
で
認
知
症
ケ
ア
等
の

講
師
を
招
く
た
め
の
予
算
で
す
。

　
　地
域
包
括
ケ
ア
推
進
事
業
7
0
0

万
円
の
増
額
補
正
の
内
容
は
？

　
　介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特

例
補
助
金
を
利
用
し
、市
内
N
P
O
、

２
法
人
が
、
高
齢
者
、
子
ど
も
達
が

世
代
間
交
流
を
行
う
た
め
の
施
設
に

増
改
築
を
行
う
予
算
で
す
。

　
　教
育
相
談
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

に
お
け
る
教
育
相
談
員
謝
礼
2
1
8

万
4
0
0
0
円
の
増
額
の
補
正
の
内
容

は
？　

　現
在
週
１
度
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
相
談
事
業

を
２
回
程
度
に
拡
充
す
る
予
算
で
す
。

　
　人
権
教
育
推
進
事
業
に
お
け
る

講
師
謝
礼
15
万
円
の
増
額
補
正
の
内

容
は
？

　
　子
ど
も
の
権
利
条
例
案
の
検
討

を
行
っ
て
お
り
、
学
識
経
験
者
へ
の

報
酬
、
夏
休
み
に
小
中
高
校
生
を
対

象
に
聞
き
取
り
等
を
行
う
予
算
で
す
。

　
　指
定
管
理
事
業
に
お
け
る
電
算

委
託
料
6
2
2
万
円
の
増
額
補
正
の

内
容
は
？

　
　公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
活
性
化

助
成
金
事
業
交
付
金
を
活
用
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
、
体
育
館
等

の
予
約
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
予
算
で
す
。

　
　図
書
館
運
営
事
業
に
お
け
る
図

書
購
入
費
1
7
0
万
円
の
増
額
補
正

の
内
容
は
？

　
　子
ど
も
関
連
図
書
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
子
ど
も
及
び
子
育
て
中
の

親
の
た
め
の
児
童
書
を
購
入
す
る
予

算
で
す
。

　
　市
役
所
庁
舎
改
修
事
業
2
0
0

万
円
の
増
額
補
正
の
内
容
は
？

　
　虐
待
防
止
に
関
す
る
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
庁
舎
外
に
お
い
て

い
る
家
庭
児
童
相
談
室
を
本
庁
内
に

持
っ
て
く
る
こ
と
で
、
機
能
強
化
を

す
る
も
の
で
あ
り
、
保
育
子
育
て
支

援
課
横
の
一
部
を
改
修
し
、
２
つ
の

相
談
室
を
設
置
す
る
予
算
で
す
。

　
　保
育
子
育
て
支
援
事
業
に
お
け

る
相
談
員
謝
礼
4
2
0
万
円
の
増
額

補
正
の
内
容
は
？

　
　心
理
職
や
言
語
聴
覚
士
、
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
医
師
、
弁

護
士
な
ど
を
虐
待
防
止
の
た
め
、
相

談
員
を
し
て
招
く
た
め
の
予
算
で
す
。

　
　保
育
子
育
て
支
援
事
業
に
お
け

る
上
演
委
託
料
2
2
5
万
円
増
額
補

正
の
内
容
は
？

　
　昨
年
同
様
、
市
内
で
起
き
た
虐

待
事
件
を
ベ
ー
ス
に
脚
本
を
作
成
し

虐
待
防
止
の
市
民
啓
発
の
た
め
の
演

問

問問

問 問 問

問

問問

問

問 問

問

問答 答

答答

答 答

答

答 答 答 答

答答答

劇
公
演
を
行
う
た
め
の
予
算
で
す
。

　
　保
育
子
育
て
支
援
事
業
に
お
け

る
器
具
購
入
費
2
8
1
0
万
円
の
増
額

に
お
け
る
、
除
菌
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
、
公
立
だ
け
で
な
く
、
民
間
保
育

所
に
も
設
置
す
る
の
か
？

　
　公
立
保
育
所
３
カ
所
に
の
み
設

置
し
、
民
間
保
育
所
に
は
設
置
し
ま

せ
ん
。

　
　子
育
て
支
援
事
業
に
お
け
る
修

繕
料
45
万
3
0
0
0
円
の
増
額
補
正
の

内
容
は
？

　
　保
健
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
の
改

修
に
23
万
3
0
0
0
円
、
授
乳
室
の
改

修
に
22
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　次
世
代
育
成
支
援
事
業
に
お
け

福
祉
・
健
康

福
祉
・
健
康

文
化
・
教
育

施
設
の
情
報

保
育
・
子
育
て

歳

　出

る
相
談
員
謝
礼
1
0
0
万
円
の
増
額

補
正
の
内
容
は
？

　
　子
育
て
応
援
団
事
業
と
し
て
研

修
を
受
講
後
、
市
か
ら
依
頼
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
、
半
日
あ

た
り
1
0
0
0
円
を
支
払
い
、
昨
年

度
実
績
で
は
20
名
で
１
人
あ
た
り
50

日
程
度
の
活
動
を
し
た
も
の
で
す
。

　
　子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に

お
け
る
ア
ル
バ
イ
ト
賃
金
1
3
2
万

円
の
増
額
補
正
の
内
容
は
？

　
　障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
に
対
し
、

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
内
で
事
業
を

す
る
際
の
ア
ル
バ
イ
ト
保
育
士
を
雇

用
す
る
費
用
で
す
。

議
案
第
1
号

　泉
南
市
市
税
賦
課

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
2
号

　平
成
23
年
度
泉
南
市
一
般
会
計

　補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
お
も
な
内
容

　東
日
本
大
震
へ
の

税
制
上
の
対
応
と
し
て
住
宅
ロ
ー
ン

減
税
の
適
用
の
特
例
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　
　
　今
条
例
の
改
正
は
、
東
日
本

大
震
災
で
家
を
全
壊
し
た
場
合
で

も
、
継
続
し
て
住
宅
ロ
ー
ン
の
控
除

が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
被
災
者
対
策
と
し
て
評
価
で
き

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　こ
れ
は
国
の
当
然
な
措
置
で

あ
る
。
市
民
の
利
益
を
考
え
る
立
場

か
ら
、
対
象
者
が
漏
れ
な
く
、
本
制

度
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

案
内
や
広
報
を
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
意
見
す
る
。

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　現
在
、
国
の
復
興
支
援
策
は
い

ろ
ん
な
情
報
が
入
り
乱
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
が
、
市
の
見
解
は
？

　
　今
回
の
税
制
上
の
対
応
は
、
復

興
支
援
策
の
第
1
弾
と
聞
い
て
お

り
、
現
在
は
、
国
に
お
い
て
、
対
応

す
べ
き
施
策
に
つ
い
て
、
討
議
さ
れ

て
い
る
段
階
で
す
。
市
に
お
い
て
も

情
報
収
集
は
行
っ
て
い
ま
す
が
、
国

会
で
法
案
が
成
立
し
て
い
な
い
段
階

で
は
、
混
乱
し
て
い
る
立
場
で
す
。

　
　他
の
災
害
に
お
け
る
一
般
的
な

税
制
上
の
対
応
策
は
？

　
　例
え
ば
、
風
水
害
に
よ
る
災
害

に
つ
い
て
は
、
住
宅
や
家
財
等
に
係

る
損
失
の
雑
損
控
除
が
適
応
さ
れ
、

損
害
に
伴
い
、
翌
年
度
に
申
告
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

問問問問

問 答

答答答答

答

 

平
成
23
年
第
2
回
定
例
会（
6
月
議
会
）で
は
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
税

制
上
の
対
応
に
関
す
る
議
案
や
議
員
定
数
を
削
減
す
る
議
案
が
提
出
さ

れ
、す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、同
和
更
生
資
金
貸
付
基

金
償
還
金
調
査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
は
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

 

泉
南
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の

　
　一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

  

　
　
　
　
　議
員
定
数
を「
20
名
」か
ら「
18
名
」に
削
減

 

泉
南
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の

　
　一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

  

　
　
　
　
　議
員
定
数
を「
20
名
」か
ら「
18
名
」に
削
減

▼
お
も
な
内
容

　10
月
の
料
金
改
定

に
係
る
歳
入
の
補
正
と
安
心
子
ど
も

基
金
事
業
・
地
域
子
育
て
創
生
事
業

及
び
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
を

行
う
た
め
の
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。　

　
　今
回
の
補
正
予
算
は
、
家
庭

児
童
相
談
所
を
市
役
所
内
へ
整
備
す

る
も
の
や
保
育
所
の
除
菌
ク
ー
ラ
ー

設
置
、
図
書
館
の
子
ど
も
関
連
図
書

の
増
額
、
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
等
、
利
用
者
が

長
年
要
望
し
続
け
て
き
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
評
価
で
き
る
も
の
で
る
。

市
民
の
負
担
と
な
る
下
水
道
料
金
の

値
上
げ
は
あ
る
が
、
福
祉
や
教
育
の

充
実
に
係
る
予
算
で
あ
る
。

　
　
　10
月
か
ら
の
料
金
値
上
げ
に

よ
る
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
公
共

下
水
道
は
安
く
で
き
る
と
い
う
が
、

む
し
ろ
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

集
中
合
併
浄
化
槽
に
切
り
替
え
る
べ

き
で
あ
る
。
補
助
金
に
よ
る
現
在
の

方
式
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
見
直
し
が
必

要
。

■
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員

会
（
補
正
予
算
）
質
疑

　
　地
方
交
付
税
が
7
8
8
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
は
？

　
　総
額
9
1
6
9
万
9
0
0
0
円
の

増
額
補
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。内
訳
は

基
金
等
補
助
金
関
係
で
8
3
1
7
万

1
0
0
0
円
、
10
月
か
ら
の
料
金
改
定

に
よ
る
使
用
料
手
数
料
の
増
額
分
が
64

万
8
0
0
0
円
、残
り
の
7
8
8
万
円

を
交
付
税
の
増
額
で
賄
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　公
民
館
使
用
料
20
万
4
0
0
0

円
の
増
額
の
内
容
は
？

　
　使
用
料
は
本
年
10
月
か
ら
値
上

げ
と
な
り
ま
す
が
、
予
約
は
3
カ
月

前
か
ら
で
き
る
た
め
、
来
年
１
月
か

ら
の
３
カ
月
間
の
増
額
分
を
計
上
す

る
予
算
で
す
。

　
　犬
猫
等
処
理
手
数
料
6
万
9
0
0

0
円
の
増
額
補
正
の
内
容
は
？

　
　10
月
か
ら
の
手
数
料
の
値
上
げ

に
よ
る
差
額
分
と
し
て
4
0
0
円
、

1
7
4
体
分
を
増
額
す
る
予
算
で
す
。

　
　明
示
手
数
料
１
万
5
0
0
0
円

の
増
額
補
正
の
内
容
は
？

　
　10
月
か
ら
の
手
数
料
の
値
上
げ
に

よ
る
差
額
分
と
し
て
、4
0
0
円
道
路

里
水
明
示
分
37
件
、都
市
計
画
施
設
明

示
分
４
件
分
を
増
額
す
る
予
算
で
す
。

教
育
・
文
化

暮
ら
し
・
環
境

歳

　入
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議
員
提
出
に
よ
る
議
案
第
7
号

　

　泉
南
市
議
会
議
員
定
数
条
例

　の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　制
定
に
つ
い
て

▼
お
も
な
内
容

　泉
南
市
議
会
議
員

定
数
を
「
20
名
」
か
ら
「
18
名
」
に

改
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　議
会
に
は
、
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン

ド
・
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
機
能
が
必
要
。

今
回
の
議
員
定
数
の
削
減
は
、
①
議

会
の
機
能
で
あ
る
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
機
関
と
し
て
の
役
割
を
低
下
さ

せ
住
民
自
治
を
否
定
す
る
こ
と
と
な

る
。
②
執
行
機
関
は
よ
り
行
政
に
影

響
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
社
会
的
弱

者
や
多
く
の
市
民
の
声
は
ま
す
ま
す

行
政
に
反
映
し
に
く
く
な
る
。
③
憲

法
で
保
障
さ
れ
た
国
民
の
政
治
に
参

加
す
る
機
会
を
狭
め
る
も
の
に
な

る
。　

　
　条
例
定
数
を
２
名
削
減
す
る

こ
と
は
、
早
急
す
ぎ
で
は
な
い
か
。

議
席
は
市
民
の
も
の
で
あ
り
、
議
論

は
し
た
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
根
拠

が
な
い
。
議
員
報
酬
を
１
割
下
げ
る

こ
と
で
、
２
名
の
市
民
代
表
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
20
名
が
力
を
合

わ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

反
対

反
対

100
条
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
中
間
報
告
）

■
同
和
更
生
資
金
貸
付
基
金
償
還
金

調
査
特
別
委
員
会

　

　本
特
別
委
員
会
は
設
置
さ
れ
て
現

在
ま
で
14
回
の
調
査
特
別
委
員
会
と

協
議
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
初

期
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
慎
重

な
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　今
定
例
会
で
は
中
間
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

（
下
記
の
経
過
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ

　い
。
）

100条調査特別委員会って？
　
　100条調査権の目的は、警察の捜査の目的とは異なり
ます。
　地方公共団体の事務にかかわる範囲で起こった不祥事
件等に対し、当該不祥事件等が発生するに当たっての原
因として、当該団体の組織や人事管理に問題がなかった
のか、不祥事件等が起こった背景はどのようなものであ
るのか、事務の執行が適正に行われていたか、つまり、
議会が執行機関とは違う立場から行政の適正執行、再発
防止を調査することを目的とした委員会です。

委　員　会

委　員　会

委　員　会

委　員　会

委　員　会

委　員　会

弁護士相談

弁護士相談

H22.12.28

H23. 2. 15

H23. 3.  3

H23. 5.  9

H23. 5. 19

H22. 8.  4

H22. 7.  6 

H22. 2. 16

案　　　　件 審　議　内　容・決　定　事　項会　議　名開催日

（1）記録の提出要求について

（1）記録提出に伴う今後の進め方に
     ついて

（1）記録提出拒否に対する疎明要求
      について

（2）特別委員会の今後の進め方につ
      いて

（1）参考人の意見聴取

（2）特別委員会の今後の進め方につ
      いて

（1）記録提出拒否に対する疎明につ
　  いて
（2）特別委員会の今後の進め方につ
      いて

（1）参考人の意見聴取

・地方自治法第100条第１項による記録の提出要求を行う

・一部提出拒否となっている部分について、納得のいく理由ではない

7月6日の会議の結果を受け、弁護士に相談

・提出拒否部分についての疎明がなされていないという点で、再度疎明を行うこ
と。疎明を求める理由としては、個人情報部分が提出拒否されており、要求した
資料としての体をなしていないため。また、個人情報保護条例第8条第1項第6
号に基づき、個人情報保護運営審議会の意見を聴いて公益上必要があると認めた
場合、収集した個人情報を目的外利用できるにも関わらず、運営審議会の意見を
聴いていないため

・平成21年第2回定例会における一般質問において同和更生資金貸付基金につい
ての質問を行った、本市議会議員を参考人として招致する

・本市議会議員
①平成21年6月本会議一般質問における、同和更生資金貸付基金償還金発言につ
いて

②同和更生資金貸付基金条例廃止時の厚生消防常任委員長としての意見について
・元助役は欠席。再度出席要求を行うことで決定
・本市議会議員の意見と同様の内容を知る委員から、次回委員会において、発言を
求める

・元助役は欠席
・委員
「元職員からの情報提供が守秘義務違反に当たらないと判断された場合について
は、名前を公表することも拒まない」

・理事者による提出資料説明
・百条委員会の調査権限よりも、個人情報の保護が上回るというのが、行政の答え
である点から、ここについての法的な判断を求めるため、後日弁護士を呼び勉強
会を行う

5月9日の会議の結果を受け、弁護士に相談、来庁依頼

同和更生資金貸付基金償還金調査特別委員会　経過報告一覧表

議
案
第
3
号

　平
成
23
年
度
大
阪
府
泉
南
市
下

　水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

議
案
第
4
号

　平
成
23
年
度
大
阪
府
泉
南
市
介
護

　保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

議
員
提
出
議
案
第
10
号

　原
発
か
ら
の
撤
去
を
求
め
る

　意
見
書
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案
第
11
号

　戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

　給
付
金
支
給
法
の
時
効
撤
廃
を

　求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
　
　大
阪
府
下
３
番
目
と
高
く
な
っ

た
下
水
道
料
金
は
、
後
半
期
に
お
い
て

市
民
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
。
　
　

　ま
た
、
普
及
率
を
高
め
快
適
な
生
活

が
で
き
る
よ
う
事
業
を
進
め
る
こ
と
は

大
切
だ
が
、
事
業
経
費
が
増
え
、
下
水

道
整
備
の
進
ま
な
い
山
間
部
な
ど
で

は
、
低
コ
ス
ト
で
設
置
で
き
る
合
併
浄

化
槽
の
導
入
な
ど
考
え
る
必
要
が
あ

り
、
値
上
げ
を
し
な
く
て
も
い
い
よ
う

に
企
業
努
力
も
必
要
で
あ
る
。

　
　
　下
水
道
会
計
に
つ
い
て
、
早

急
に
見
直
し
を
し
て
、
本
市
に
ふ
さ

わ
し
い
下
水
道
方
式
に
す
る
た
め
に

も
、
議
会
の
立
場
で
ス
ト
ッ
プ
を
す

べ
き
で
あ
る
。

■
平
成
23
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員

会
（
補
正
予
算
）
質
疑

　
　下
水
道
の
普
及
が
進
ま
な
い

中
、
山
間
部
に
お
い
て
合
併
浄
化
槽

を
設
置
し
、
コ
ス
ト
削
減
と
環
境
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
が
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
市
の
考

え
方
は
？

　
　料
金
体
系
で
考
え
る
と
、
公
共

下
水
道
が
市
民
に
と
っ
て
一
番
安
く

反
対

反
対

問答

問

問

答

答

済
む
の
で
は
あ
る
が
、
今
後
、
公
共

下
水
道
だ
け
で
市
内
を
網
羅
で
き
る

か
と
い
う
問
題
も
あ
る
た
め
、
市
全

体
と
し
て
調
整
を
行
い
、
市
民
に
快

適
な
住
環
境
を
提
供
で
き
る
方
策
を

考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　下
水
道
使
用
料
の
徴
収
率
は
？

　
　使
用
料
は
水
道
料
金
と
合
わ
せ

て
徴
収
し
て
お
り
、
現
年
度
分
に
つ

い
て
は
、
平
成
21
年
度
は
96
・
9
％

で
あ
り
、
徴
収
分
を
含
め
る
と
88
・

53
％
と
な
り
ま
す
。

　
　介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特

例
基
金
と
は
？

　
　平
成
21
年
度
に
お
い
て
、
介
護

従
事
者
の
給
与
が
低
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
国
が
介
護
報
酬
の
３
％
ア
ッ

プ
を
行
っ
た
の
に
伴
い
、
介
護
保
険

料
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
約
２
分
の

１
、
補
て
ん
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
に
わ

た
り
、
こ
の
基
金
を
積
み
立
て
て
い

る
も
の
で
す
。

　
　
　政
府
も
対
応
し
き
れ
な
い
状
況

と
な
り
、
放
射
能
の
影
響
を
受
け
る
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
見
通
し
が

立
た
な
い
状
況
で
あ
る
。
主
権
者
と
し

て
の
責
任
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

■
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

賛
成

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で賛成同意

賛成（14）…河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、竹田、
　　　　　　井原、谷、角谷、北出、南、堀口
反対（ 4 ）…和気、大森、小山、成田

賛成（14）…河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、竹田、
　　　　　　井原、谷、角谷、北出、南、堀口
反対（ 4 ）…和気、大森、小山、成田

 1 号

 2 号

 3 号

 4 号

 5 号

 7 号

10号

11号

議案
番号

主 な 内 容

賛 否 結 果

議案第1号～5号、7・10・11の賛否一覧表議案第1号～5号、7・10・11の賛否一覧表議案第1号～5号、7・10・11の賛否一覧表

※1名欠員

泉南市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について

平成23年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第1号）

平成23年度大阪府泉南市下水道事業特別会計補正予算（第1号）

泉南市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について

賛成（ 4 ）…和気、大森、小山、成田
反対（14）…河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、竹田、
　　　　　　井原、谷、角谷、北出、南、堀口　　　　　　　

原発からの撤退を求める意見書について

賛成（15）…河部、和気、原、中尾、木下、真砂、大森、小山、
　　　　　　竹田、井原、谷、角谷、成田、南、堀口
反対（ 3 ）…梶本、森、北出　　　　　　　

戦没者等の妻に対する特別給付金支給法の時効撤廃を求める
意見書について

泉南市監査委員の選任について

平成23年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

議案第5号

議会選出監査委員に

　　木　下　豊　和　氏が
　　　　　　　新たに就任しました。
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議
員
提
出
に
よ
る
議
案
第
7
号

　

　泉
南
市
議
会
議
員
定
数
条
例

　の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　制
定
に
つ
い
て

▼
お
も
な
内
容

　泉
南
市
議
会
議
員

定
数
を
「
20
名
」
か
ら
「
18
名
」
に

改
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　議
会
に
は
、
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン

ド
・
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
機
能
が
必
要
。

今
回
の
議
員
定
数
の
削
減
は
、
①
議

会
の
機
能
で
あ
る
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
機
関
と
し
て
の
役
割
を
低
下
さ

せ
住
民
自
治
を
否
定
す
る
こ
と
と
な

る
。
②
執
行
機
関
は
よ
り
行
政
に
影

響
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
社
会
的
弱

者
や
多
く
の
市
民
の
声
は
ま
す
ま
す

行
政
に
反
映
し
に
く
く
な
る
。
③
憲

法
で
保
障
さ
れ
た
国
民
の
政
治
に
参

加
す
る
機
会
を
狭
め
る
も
の
に
な

る
。　

　
　条
例
定
数
を
２
名
削
減
す
る

こ
と
は
、
早
急
す
ぎ
で
は
な
い
か
。

議
席
は
市
民
の
も
の
で
あ
り
、
議
論

は
し
た
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
根
拠

が
な
い
。
議
員
報
酬
を
１
割
下
げ
る

こ
と
で
、
２
名
の
市
民
代
表
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
20
名
が
力
を
合

わ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

反
対

反
対

100
条
調
査
特
別
委
員
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　（
中
間
報
告
）
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同
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更
生
資
金
貸
付
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金
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還
金

調
査
特
別
委
員
会

　

　本
特
別
委
員
会
は
設
置
さ
れ
て
現

在
ま
で
14
回
の
調
査
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別
委
員
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と

協
議
会
を
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催
し
、
付
託
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れ
た
初
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の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
慎
重

な
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　今
定
例
会
で
は
中
間
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

（
下
記
の
経
過
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ

　い
。
）

100条調査特別委員会って？
　
　100条調査権の目的は、警察の捜査の目的とは異なり
ます。
　地方公共団体の事務にかかわる範囲で起こった不祥事
件等に対し、当該不祥事件等が発生するに当たっての原
因として、当該団体の組織や人事管理に問題がなかった
のか、不祥事件等が起こった背景はどのようなものであ
るのか、事務の執行が適正に行われていたか、つまり、
議会が執行機関とは違う立場から行政の適正執行、再発
防止を調査することを目的とした委員会です。

委　員　会
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案　　　　件 審　議　内　容・決　定　事　項会　議　名開催日

（1）記録の提出要求について

（1）記録提出に伴う今後の進め方に
     ついて

（1）記録提出拒否に対する疎明要求
      について

（2）特別委員会の今後の進め方につ
      いて

（1）参考人の意見聴取

（2）特別委員会の今後の進め方につ
      いて

（1）記録提出拒否に対する疎明につ
　  いて
（2）特別委員会の今後の進め方につ
      いて

（1）参考人の意見聴取

・地方自治法第100条第１項による記録の提出要求を行う

・一部提出拒否となっている部分について、納得のいく理由ではない

7月6日の会議の結果を受け、弁護士に相談

・提出拒否部分についての疎明がなされていないという点で、再度疎明を行うこ
と。疎明を求める理由としては、個人情報部分が提出拒否されており、要求した
資料としての体をなしていないため。また、個人情報保護条例第8条第1項第6
号に基づき、個人情報保護運営審議会の意見を聴いて公益上必要があると認めた
場合、収集した個人情報を目的外利用できるにも関わらず、運営審議会の意見を
聴いていないため

・平成21年第2回定例会における一般質問において同和更生資金貸付基金につい
ての質問を行った、本市議会議員を参考人として招致する

・本市議会議員
①平成21年6月本会議一般質問における、同和更生資金貸付基金償還金発言につ
いて

②同和更生資金貸付基金条例廃止時の厚生消防常任委員長としての意見について
・元助役は欠席。再度出席要求を行うことで決定
・本市議会議員の意見と同様の内容を知る委員から、次回委員会において、発言を
求める

・元助役は欠席
・委員
「元職員からの情報提供が守秘義務違反に当たらないと判断された場合について
は、名前を公表することも拒まない」

・理事者による提出資料説明
・百条委員会の調査権限よりも、個人情報の保護が上回るというのが、行政の答え
である点から、ここについての法的な判断を求めるため、後日弁護士を呼び勉強
会を行う

5月9日の会議の結果を受け、弁護士に相談、来庁依頼

同和更生資金貸付基金償還金調査特別委員会　経過報告一覧表
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全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で賛成同意

賛成（14）…河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、竹田、
　　　　　　井原、谷、角谷、北出、南、堀口
反対（ 4 ）…和気、大森、小山、成田

賛成（14）…河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、竹田、
　　　　　　井原、谷、角谷、北出、南、堀口
反対（ 4 ）…和気、大森、小山、成田

 1 号

 2 号

 3 号

 4 号

 5 号

 7 号

10号

11号

議案
番号

主 な 内 容

賛 否 結 果

議案第1号～5号、7・10・11の賛否一覧表議案第1号～5号、7・10・11の賛否一覧表議案第1号～5号、7・10・11の賛否一覧表

※1名欠員

泉南市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について

平成23年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第1号）

平成23年度大阪府泉南市下水道事業特別会計補正予算（第1号）

泉南市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について

賛成（ 4 ）…和気、大森、小山、成田
反対（14）…河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、竹田、
　　　　　　井原、谷、角谷、北出、南、堀口　　　　　　　

原発からの撤退を求める意見書について

賛成（15）…河部、和気、原、中尾、木下、真砂、大森、小山、
　　　　　　竹田、井原、谷、角谷、成田、南、堀口
反対（ 3 ）…梶本、森、北出　　　　　　　

戦没者等の妻に対する特別給付金支給法の時効撤廃を求める
意見書について

泉南市監査委員の選任について

平成23年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

議案第5号

議会選出監査委員に

　　木　下　豊　和　氏が
　　　　　　　新たに就任しました。
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【質問事項】
・防災・安心安全について
・火葬場建設について
・同和更正貸付金について
・教育行政について
大綱４点について質問。防災では、津波に対する対策に
ついて提案を含め質す。火葬場では、成果品の遅れを指
摘し、広域としての取り組みを提案。
同更貸付金は、議会との約束を果たし連帯保証人からの
返済も含め回収努力をするように迫る。教育行政につい
ては、新教育長の所信を聞いた。�

真砂　満 拓進クラブ
 ま   さご　     みつる

【質問事項】
〇信樽線の整備計画とバリアフリー計
　画及び残された事業内容と計画は？
〇幼稚園8園の跡地の処理方針と地元要望に対する市の
　対応について。
〇土地開発公社の今後の展開と第４次行革の市財政収入
　の見通しと対応について。
〇新火葬場の建設計画と課題解決についてと、現火葬場
　の今後の課題について。
〇市発注事業の財政規律についてと、入札制度の評価と
　課題について。

井原正太郎 公明党
 い   はら しょう た   ろう

【質問事項】
災害時に行政機能しない、に市長は互
いの信頼関係を深めていく、と。行政
は議会に責任があることを前提に運営を。国歌・国旗に
震えるという人に出会って私は歌えなくなった。住居表
示はいつ再開か、に79億円の開発公社、14.3億円の振
替え運用の処理後に、と市長。首池の汚染土壌の撤去・
水道の自己水率を高め水のおいしい市を議会主導でやろ
う。必要だが民間でやれないものを公で、定年退職後の
人を職員に雇用し、現職員を山間部開発にあてる。

小山広明 無所属（虹と緑）
こ    やま ひろ あき

【質問事項】
冒頭に、東日本大震災へのお見舞い・
旧友の多い釜石の復興状況を披瀝し
た。①大震災の教訓を国民的復興支援にシフトすべきで
あり、市としてハザードマップや耐震化（SPAC工法）
の抜本的見直しをはかるべき②国家公務員給与10％
カットの動きがあるが、当市では、追随すべきではない
③斎場は経緯（位井池周辺）を十分踏まえ、市民ニーズ
と財政状況を勘案した阪南との広域やPFI導入④幼稚園
跡地にワークプラザ、を要請

木下豊和 拓進クラブ
きのした とよ かず

【質問事項】
1．人権問題について
  「調整区解消に係る基本方針」の具
　  体化方策など4点について質問
2．障がい者施策について
     第2次障がい者計画の達成状況と今後の課題、障がい
     児保育の状況など4点について質問
3．高齢者介護施策について
     敬老祝金の年齢引き上げなど3点について質問
4．中学校給食の考え方について

河部　優 拓進クラブ
か わ べ         まさる

【質問事項】
向井市長の市長会就任について
東日本大震災について
1、熊取町の京大原子炉の危険性
2、避難ルートについて
3、高齢者、障害者の避難ルート、避難方法について
4、りんくうタウンと津波、地震について
5、市役所の耐震について　防災マップの見直しは？
火葬場問題について　幼稚園跡地問題について
太陽光発電について（休耕田について）
教育長の教育方針について�

角谷英男 市政研究会
 つのや  ひで   お

【質問事項】
１．大規模震災における泉南市の対策につ
いて
①想定外について②市長に事故あるときの行政機能③行政の
役割・防災マップと避難場所・防災会議・復興プラン・復旧
における財政面④議会及び議員の関わり方
⑤留守家庭児童会の運営と防災対策⑥その他、今すぐ取るべ
き対策について
2．第5次泉南市総合計画について
①第4次総合計画の検証②市民公募委員及び他のメンバー③開
催回数、全6回程度の根拠④今回の総合計画の目指すところ

市議会を傍聴してみませんか
本会議は誰でも自由に傍聴できます。
市議会の活動を知り、市政の内容をより理解していただくために
も、ぜひ傍聴してください。車椅子による傍聴もできます。
次の会議は9月中旬の予定です。詳しい日程は、議会事務局（☎
483－0008）までお問合せください。

梶本茂躾 地方民会
かじ もと しげ  み

会派変更のお知らせ 下記のとおり会派の異動・名称変更がありました。

地方民会

旧 新

大八洲の会

無所属（泉南フォレスト）
梶本茂躾、北出寧啓

森　裕文
梶本茂躾、森　裕文、北出寧啓

※平成23年6月21日現在

おお  や  しま  の  かい

【質問事項】
〇小中学校の耐震化・老朽化問題と学
　力・体力の向上について。
〇中学校の給食問題について。
〇幼保一元化について。
〇指定管理者施設の検証ついて。
〇今後の指定管理者のあり方について。
〇福島原発事故による影響と、今後のエネルギー対策に 
　ついて。
〇関空と伊丹の経営統合についてと活性化について。

竹田光良 公明党
たけ  だ   みつ  よし

【質問事項】
《防災対策》水道水の備蓄について
・自己水の確保について・福井県の原
発について《教育問題》学校図書館に司書の配置を・中
学校給食の実施を・幼稚園の跡地利用は地元の要望を優
先すること・教育予算の増額を《アスベスト問題》工場
周辺の被害や家族の被害について・すべてのアスベスト
被害者の早期解決について《まちづくり》悪臭対策につ
いて・樽井駅にエレベーターの設置を・新家駅の海側に
改札口を

大森和夫 日本共産党
おお もり かず   お

【質問事項】
〇地震防災マップの見直しと自主防災 
　組織の実態と整備について。
〇小中学校施設における防災機能整備について。
〇りんくうタウンの今後の課題と内陸部企業の活性化に 
　ついて。
〇公費助成3ワクチンについて。
〇妊産婦検診と乳がん・子宮頸がん・大腸がん検診無料
クーポン券について。
〇「法教育」について及び「小１プロブレム」について。

中尾広城 公明党
なか　お　ひろ   き

【質問事項】
①防災マップを見直し、避難場所とな
る公共施設の耐震化、防災無線の改善
を図れ。②新幼稚園の通園バスの安全対策「くすのき
園」にプールを設置し教育の充実を図れ。③公費助成で
接種できるワクチン（ヒブ、肺炎球菌、子宮頸がん）の
啓発で命を守れ。④青年期までつなげる子ども支援セン
ターの施設の拡充を。⑤ひとり暮らしの高齢者の見守り
安全確保を。⑥下水道料金値上げによる減免申請手続き
の啓発と簡素化を求める。

和気信子 日本共産党
 わ     け  のぶ   こ

【質問事項】
災害復旧復興支援－泉南市の支援体制
について。公共施設の非常用電源設備
設置状況について。
財政健全化について－持続可能な財政運営について。
「負担の先送りをしない」とは？財政規律について。コ
スト・ベネフィットを考えた時に、借金をしてまで今、
すべき事業は何なのか。包括予算制度導入について。
地域コミュニティーについて－独居高齢者見守りネット
について。広報配布と事務委託料について。

森　裕文 地方民会
もり ひろ ふみ

【質問事項】
東日本大震災の教訓に学んで①東南
海・南海地震の発生率は、30年以内で
60～70％と高くなるので市防災マップを見なおすべき
だ②緊急の際もっとも必要な市の消防署員の全国基準の
充足率75％→市54％（132名→71名で61名不足）阪
南11市町村でも市独自の基準より80％（88名→71
名）不足として増員を求める③相次ぐ公共料金の値上げ
で水道料金の滞納件数と額は5年前の2倍。市が給水停止
までしている「命の水を給水停止するな」と市に要求

成田政彦 日本共産党
なり  た   まさ  ひこ

一 般 質 問

　一般質問とは、教育、福祉、財政など市政全般に対し、
質問し、確認することで、毎定例会において、各議員１人
あたり１時間の質問をすることができます。
　６月定例会では、13名の議員が市政全般にわたる課題
や問題点について、市当局に対し、考えをただしました。
　各議員の主な質問項目は次のとおりです。

　各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。
　掲載順位は質問順です。

これって
　どうなん

？？
市政に対する
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【質問事項】
・防災・安心安全について
・火葬場建設について
・同和更正貸付金について
・教育行政について
大綱４点について質問。防災では、津波に対する対策に
ついて提案を含め質す。火葬場では、成果品の遅れを指
摘し、広域としての取り組みを提案。
同更貸付金は、議会との約束を果たし連帯保証人からの
返済も含め回収努力をするように迫る。教育行政につい
ては、新教育長の所信を聞いた。�

真砂　満 拓進クラブ
 ま   さご　     みつる

【質問事項】
〇信樽線の整備計画とバリアフリー計
　画及び残された事業内容と計画は？
〇幼稚園8園の跡地の処理方針と地元要望に対する市の
　対応について。
〇土地開発公社の今後の展開と第４次行革の市財政収入
　の見通しと対応について。
〇新火葬場の建設計画と課題解決についてと、現火葬場
　の今後の課題について。
〇市発注事業の財政規律についてと、入札制度の評価と
　課題について。

井原正太郎 公明党
 い   はら しょう た   ろう

【質問事項】
災害時に行政機能しない、に市長は互
いの信頼関係を深めていく、と。行政
は議会に責任があることを前提に運営を。国歌・国旗に
震えるという人に出会って私は歌えなくなった。住居表
示はいつ再開か、に79億円の開発公社、14.3億円の振
替え運用の処理後に、と市長。首池の汚染土壌の撤去・
水道の自己水率を高め水のおいしい市を議会主導でやろ
う。必要だが民間でやれないものを公で、定年退職後の
人を職員に雇用し、現職員を山間部開発にあてる。

小山広明 無所属（虹と緑）
こ    やま ひろ あき

【質問事項】
冒頭に、東日本大震災へのお見舞い・
旧友の多い釜石の復興状況を披瀝し
た。①大震災の教訓を国民的復興支援にシフトすべきで
あり、市としてハザードマップや耐震化（SPAC工法）
の抜本的見直しをはかるべき②国家公務員給与10％
カットの動きがあるが、当市では、追随すべきではない
③斎場は経緯（位井池周辺）を十分踏まえ、市民ニーズ
と財政状況を勘案した阪南との広域やPFI導入④幼稚園
跡地にワークプラザ、を要請

木下豊和 拓進クラブ
きのした とよ かず

【質問事項】
1．人権問題について
  「調整区解消に係る基本方針」の具
　  体化方策など4点について質問
2．障がい者施策について
     第2次障がい者計画の達成状況と今後の課題、障がい
     児保育の状況など4点について質問
3．高齢者介護施策について
     敬老祝金の年齢引き上げなど3点について質問
4．中学校給食の考え方について

河部　優 拓進クラブ
か わ べ         まさる

【質問事項】
向井市長の市長会就任について
東日本大震災について
1、熊取町の京大原子炉の危険性
2、避難ルートについて
3、高齢者、障害者の避難ルート、避難方法について
4、りんくうタウンと津波、地震について
5、市役所の耐震について　防災マップの見直しは？
火葬場問題について　幼稚園跡地問題について
太陽光発電について（休耕田について）
教育長の教育方針について�

角谷英男 市政研究会
 つのや  ひで   お

【質問事項】
１．大規模震災における泉南市の対策につ
いて
①想定外について②市長に事故あるときの行政機能③行政の
役割・防災マップと避難場所・防災会議・復興プラン・復旧
における財政面④議会及び議員の関わり方
⑤留守家庭児童会の運営と防災対策⑥その他、今すぐ取るべ
き対策について
2．第5次泉南市総合計画について
①第4次総合計画の検証②市民公募委員及び他のメンバー③開
催回数、全6回程度の根拠④今回の総合計画の目指すところ

市議会を傍聴してみませんか
本会議は誰でも自由に傍聴できます。
市議会の活動を知り、市政の内容をより理解していただくために
も、ぜひ傍聴してください。車椅子による傍聴もできます。
次の会議は9月中旬の予定です。詳しい日程は、議会事務局（☎
483－0008）までお問合せください。

梶本茂躾 地方民会
かじ もと しげ  み

会派変更のお知らせ 下記のとおり会派の異動・名称変更がありました。

地方民会

旧 新

大八洲の会

無所属（泉南フォレスト）
梶本茂躾、北出寧啓

森　裕文
梶本茂躾、森　裕文、北出寧啓

※平成23年6月21日現在

おお  や  しま  の  かい

【質問事項】
〇小中学校の耐震化・老朽化問題と学
　力・体力の向上について。
〇中学校の給食問題について。
〇幼保一元化について。
〇指定管理者施設の検証ついて。
〇今後の指定管理者のあり方について。
〇福島原発事故による影響と、今後のエネルギー対策に 
　ついて。
〇関空と伊丹の経営統合についてと活性化について。

竹田光良 公明党
たけ  だ   みつ  よし

【質問事項】
《防災対策》水道水の備蓄について
・自己水の確保について・福井県の原
発について《教育問題》学校図書館に司書の配置を・中
学校給食の実施を・幼稚園の跡地利用は地元の要望を優
先すること・教育予算の増額を《アスベスト問題》工場
周辺の被害や家族の被害について・すべてのアスベスト
被害者の早期解決について《まちづくり》悪臭対策につ
いて・樽井駅にエレベーターの設置を・新家駅の海側に
改札口を

大森和夫 日本共産党
おお もり かず   お

【質問事項】
〇地震防災マップの見直しと自主防災 
　組織の実態と整備について。
〇小中学校施設における防災機能整備について。
〇りんくうタウンの今後の課題と内陸部企業の活性化に 
　ついて。
〇公費助成3ワクチンについて。
〇妊産婦検診と乳がん・子宮頸がん・大腸がん検診無料
クーポン券について。
〇「法教育」について及び「小１プロブレム」について。

中尾広城 公明党
なか　お　ひろ   き

【質問事項】
①防災マップを見直し、避難場所とな
る公共施設の耐震化、防災無線の改善
を図れ。②新幼稚園の通園バスの安全対策「くすのき
園」にプールを設置し教育の充実を図れ。③公費助成で
接種できるワクチン（ヒブ、肺炎球菌、子宮頸がん）の
啓発で命を守れ。④青年期までつなげる子ども支援セン
ターの施設の拡充を。⑤ひとり暮らしの高齢者の見守り
安全確保を。⑥下水道料金値上げによる減免申請手続き
の啓発と簡素化を求める。

和気信子 日本共産党
 わ     け  のぶ   こ

【質問事項】
災害復旧復興支援－泉南市の支援体制
について。公共施設の非常用電源設備
設置状況について。
財政健全化について－持続可能な財政運営について。
「負担の先送りをしない」とは？財政規律について。コ
スト・ベネフィットを考えた時に、借金をしてまで今、
すべき事業は何なのか。包括予算制度導入について。
地域コミュニティーについて－独居高齢者見守りネット
について。広報配布と事務委託料について。

森　裕文 地方民会
もり ひろ ふみ

【質問事項】
東日本大震災の教訓に学んで①東南
海・南海地震の発生率は、30年以内で
60～70％と高くなるので市防災マップを見なおすべき
だ②緊急の際もっとも必要な市の消防署員の全国基準の
充足率75％→市54％（132名→71名で61名不足）阪
南11市町村でも市独自の基準より80％（88名→71
名）不足として増員を求める③相次ぐ公共料金の値上げ
で水道料金の滞納件数と額は5年前の2倍。市が給水停止
までしている「命の水を給水停止するな」と市に要求

成田政彦 日本共産党
なり  た   まさ  ひこ

一 般 質 問

　一般質問とは、教育、福祉、財政など市政全般に対し、
質問し、確認することで、毎定例会において、各議員１人
あたり１時間の質問をすることができます。
　６月定例会では、13名の議員が市政全般にわたる課題
や問題点について、市当局に対し、考えをただしました。
　各議員の主な質問項目は次のとおりです。

　各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。
　掲載順位は質問順です。

これって
　どうなん

？？
市政に対する
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第2回 定例会第2回 定例会

議員定数削減
「20名」から「18名」に
泉南市議会議員定数条例の
一部を改正する条例を可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　平成23年第２回定例会（６月議会）は、６月
９日から22日までの会期で開催されました。
　本定例会では東日本大震災への税制上の対応に
関する議案や平成23年度予算審査（補正予算）
などの議案が提出されました。
　また、議員定数を削減する条例の一部改正が議
員から提出され、活発な議論が交わされました。
　詳しくは、掲載記事をご覧ください。
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例月現金出納検査結果報告（3件）

専決処分の承認を求めるについて（泉南市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分の承認を求めるについて（泉南市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について）

平成22年度大阪府泉南市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

平成22年度泉南市土地開発公社経営状況について

平成23年度泉南市土地開発公社経営状況について

専決処分の承認を求めるについて（平成23年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号））

泉南市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について

平成23年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第1号）

平成23年度大阪府泉南市下水道事業特別会計補正予算（第1号）

平成23年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

同和更生資金貸付基金償還金調査特別委員会中間報告について（委員長報告）

泉南市監査委員の選任について

泉南市農業委員会委員の推薦について

泉南市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について

原発からの撤退を求める意見書について

「戦没者等の妻に対する特別給付金支給法」の時効撤廃を求める意見書について

閉会中の継続調査について

報 告 済

原案承認

原案承認

報 告 済

報 告 済

報 告 済

原案承認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

報 告 済

原案同意

4名推薦

原案可決

原案否決

原案可決

継続調査

監報告第2、4、5号

報告第 1 号

報告第 2 号

報告第 3 号

報告第 4 号

報告第 5 号

報告第 6 号

議案第 1 号

議案第 2 号

議案第 3 号

議案第 4 号

議会報告第 1 号

議案第 5 号

議会推薦議案第 1 号

議員提出議案第 7 号

議員提出議案第10号

議員提出議案第11号

件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果議案番号

■ 第2回（6月）定例会で審議された主な議案と審査結果
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議会だよりに対するご
意見・ご感想をお寄せ
ください。
〒590-0592（住所不要）
泉南市議会事務局

TEL 483-0008  FAX 483-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp
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ご意見
ご感想
ご意見
ご感想


